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2023年7月30日、大坪久子先生が永眠されました。つい２ヶ月ほど前にメールのやりとりをしたば

かりで、俄かには信じられませんでした。大坪先生は「動く遺伝子とゲノム動態」に関する著名な研究

者であると同時に、女性研究者支援事業に関わる者であれば、知らぬ者は無いほど長年我が国の女性研

究者の環境整備、活躍促進に尽力された方です。1968年九州大学薬学部卒業というご縁もあり、外部

有識者委員、外部評価委員として九州大学の発展にも寄与いただきました。本稿では、九州大学との関

わりを中心に大坪先生の御貢献への感謝の思いを綴らせていただきます。

出身なのよ」と、あの穏やかな笑顔で優しく声を

かけて下さいました。

その前年の 2006 年 10 月に東京大学で男女共

同参画学協会連絡会（以下連絡会と表記）第４回

男女共同参画学協会連絡会のインパクト
大坪久子先生に初めてお会いしたのは2007年

9 月 10 日、東京の学士会館でした。前年度から

始まった文部科学省科学技術振興調整費「女性研

究者支援モデル育成」事業［1］

（以下モデル事業と表記）に旧

帝大の7大学が全て採択された

のを機に、翌2008年9月26日、

7 大学の全総長が登壇する女

性研究者支援シンポジウムが

開催されました［2］。その準

備の顔合わせの席のことです。

大坪先生は、当時は東京大学

に在籍中ながら北海道大学女

性研究者支援室客員教授とし

て参加されており、初対面の

方ばかりで緊張気味の九大関

係者に「実は私は九州大学の
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シンポジウム［3］ が開催され、初めて参加した

私は、登壇者の「今年は女性研究者支援元年です」

との力強い宣言に、これから何かが変わっていく

のだと大いに期待を感じました。大坪先生はその

シンポジウムの実行委員長を務めるなど、同連絡

会で長年活躍された重鎮であることを後になって

知り、すごい方とお話しできたのだと嬉しくなり

ました。

九州大学はこの連絡会シンポジウムに、モデル

事業に採択された 2007 年を皮切りに、2022 年

までほぼ毎年文部科学省補助事業の取組みをポス

ター発表させていただきました。会場に行けば大

坪先生に必ず会えると安心して参加しました。た

だ、全国各地から関係者が集まるため、時には大

坪先生の前に長い列ができ、ゆっくりお話しでき

る機会も限られていました。2022 年 10 月の東

京大学での第 20 回シンポジウム［4］では、大

坪先生は途中まで会場に顔を出されており、お土

産の松露饅頭を何とかお渡しできました。直接お

目にかかれたのは、それが最後となりました。

2023年10月の連絡会第21回シンポジウムで

は、大坪先生の御功績を讃えるメモリアルコー

ナーが開設されました。（写真参照）

女性枠採用への理解と協力
大坪先生は 2006 年のモデル事業の開始以降、

連絡会に加え、各地の大学での講演あるいはモデ

ル事業への助言で全国を飛び回っておられまし

た。九州大学も2007年に採択されたモデル事業

の一環で 2008 年 12 月に当時東京大学に在籍中

の大坪先生を招いて「女性研究者のキャリア形成：

現状と将来　～男女共同参画学協会連絡会による

大規模調査に基づいて～」と題して御講演をいた

だきました［5］。（写真参照）

その翌年の2009年に科学技術振興調整費「女

性研究者養成システム改革加速」事業（以下加速

事業と表記）が始まり、九州大学が採択 ［1］さ

れると、採択発表から間を置かず、この時には東

京大学を御定年され日本大学に移られていました

が、大坪先生は東京からわざわざヒアリング調査

にお見えになりました。採択課題「女性枠設定に

よる教員採用・養成システム」の「女性を優遇す

るのではなく、機会を与えて育てる」という理念

や、人事ポイントを活用した全学的な思い切った

実施方法に、高い関心を持たれました。もともと

大坪先生ご自身も女性限定公募に躊躇する日本の

女性研究者に対し、「おい、おい、おい、しっか

りしろよ。チャンスは逃さずつかむのです。そし

て実績出せばいいんでしょうが・・。」［6］との

お考えをお持ちで、大いに九州大学の取組みに共

感されました。

九州大学のシステムは女性限定の国際公募で、

透明性の高い2段階審査を実施しました［7］。理

事・副学長、部局長が参加する全学審査会には女

性の外部有識者2名を学外審査委員とし、大坪先

2008 年 12 月九州大学にて講演中の大坪先生 [5]
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生にはこの委員を2009年の開始当初から、補助

事業終了後大学自主事業になった後の最終年度の

2018 年まで 10 年にわたり続けていただきまし

た。九州大学の理事・副学長、部局長が順次交代

していく中、都合で欠席されることはあっても、

最後まで審査委員を務めていただいたのは大坪先

生ただお一人です。

全学審査会では部局推薦の採用候補者に加え、

採用予定の部局長がプレゼンします。審査委員の

大学執行部と部局長が、ほとんど男性である中、

もうお一人の女性外部有識者委員とともに、候補

者には同性の立場から、部局長には受け入れ態勢

などについて、時には手厳しい質問をされること

もありました。その一方で、両者に返送するコメ

ントシートには、いつも相手の立場に配慮し、今

後の活躍や進展を期待するコメントを残されてい

ました。

また、女性枠の全学審査会の開催前後に大坪先

生と既に採用された女性教員との懇談会を設定

し、彼女たちの精神的なメンターの役割も引き受

けて下さいました。九州大学では本システムで

10年間に50名（教授７名、准教授25名、講師2名、

助教16名）の女性教員を採用しましたが、その

半数近くの教員は大坪先生と直接懇談した経験を

持っています。

環境整備に加えて女性リーダー育成を
大坪先生はアメリカの大学でご夫妻での研究活

動を経験されましたが、日本へ帰国するに際し男

性に比べて女性が非常に苦労することを自ら経験

されています［8］。欧米に比べて大きく遅れて

いる日本の女性研究者の現状を、後に続く若手の

ために改善したいという強い思いが大坪先生のモ

チベーションであったと思います。

日本でも2006年以降、女性研究者を支援する

施策がいくつもなされてきましたが、大坪先生は

女性を弱者として支援する視点では、いつまで

たってもアメリカには追い付けず、女性を自立

した研究者として活躍を促進させ、リーダーを

育てる施策が必要であると強調されていました。

2014年１月に九州大学で開催したリーダー育成

セミナーでは「Beyond the Bias and Barriers ～

日米にみる女性研究者支援～」のタイトルで講演

いただきました［9］が、この時も女性リーダー

育成が急務と訴えられていました。

九州大学は2015年度から文部科学省科学技術

人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現

イニシアティブ（以下ダイバーシティ事業と表記）

（特色型）［1］に採択されました。この事業でも

大坪先生に外部評価委員をお願いしました。大

坪先生は本事業の特に配偶者帯同雇用制度［10］

に対し、その準備の進捗状況、制度制定後の運用

状況にも常に関心を持たれました。九州大学の制

度は海外制度をモデルにし、優秀な人材確保に重

点を置いていましたが、大坪先生は制度制定後も、

もっと若手もアプライしやすい制度をと、若手研

究者に寄り添った提言を続けられました。

制 度 検 討 の 途 中 で は 2016 年 3 月 に ス タ ン

フォード大学のシービンガー教授を招いて、配偶

者帯同雇用に関するシンポジウムを開催しまし

た。その際に大坪先生はパネリストとして登壇さ

れ、日米両方の研究現場を知る立場で意見を発信

されています［11］。

2017年にはエルゼビア社の事例［12］にならっ

て、九州大学は男女別の論文業績分析を実施し、

特に女性枠システムで採用された教員の業績が平
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均して高いことがデータで示され、女性研究者に

対する無意識のバイアスの存在を明らかにしまし

た［13］。さらに環境さえ整えば、結婚や出産は

研究のマイナスにはならないことをデータで示し

ました［14］。大坪先生はかねてより無意識のバ

イアスの問題にも積極的に取組まれており［15］、

九州大学の分析結果は女性研究者への無意識のバ

イアスの排除、女性活躍の可視化に繋がるものと

して大いに歓迎していただきました。また、これ

らの成果により九州大学は2018年第5回東北大

学澤柳政太郎記念東北大学男女共同参画賞［16］

を、そして2019年には日本科学技術振興機構の

第1回輝く女性研究者活躍推進賞（ジュン・アシ

ダ賞）［17］を授賞し、大坪先生にも大変喜んで

いただけました。

SENTAN-Qへの理解とリーダー育成への希望
九州大学は2019年度にダイバーシティ事業（先

端型）に採択［1］され、ダイバーシティ・スーパー

グローバル教員育成研修（SENTAN-Q）を開始し

ました（https://sentan-q.kyushu-u.ac.jp/）。毎年

10 名ほどの女性及び若手教員が、2 年間の国際

研修を通じて実力と自信をつけ、1段階昇任する

研修プログラムです。研修生の選定にあたっては、

事前に無意識のバイアスチェックシートを審査委

員に配布し、署名の上、提出いただくなど公正な

審査となるよう配慮しています。

SENTAN-Qでは分野、職位、国籍の異なる男女

混成の研修生が、海外のトップ大学の副学長クラ

スからダイバーシティや大学ガバナンス・大学の

在り方について学ぶプログラムが組まれ、将来の

リーダーとなるための布石ともなっています。

大坪先生はSENTAN-Qのリーダー育成を促進す

る制度設計に高い関心を寄せられ、選出される研

修生や進捗状況などもいつも気にかけて下さいま

した。また、研修修了生のその後の活躍にも大い

に期待されていました。コロナ禍以降色々なイベ

ントや講演会がオンラインになる中、大坪先生は

九州大学の関係イベントはかかさず参加されまし

た。2023年3月のダイバーシティ事業（調査分析）

のシンポジウム（本誌特集に掲載）も聴講され、

報告がポリモルフィア誌に掲載されるのを楽しみ

にされていました。

2023年4月28日のNHKニュースウオッチ9で、

九州大学の女性枠設定による教員採用の成果と現

在進めているSENTAN-Q研修が7分ほどで紹介さ

れました。その放送直後に大坪先生から、「よく、

纏まっていましたね。九州大学が取り上げられて

満足です！これからもますます頑張ってくださ

い。」とメールが届きました。長年九州大学の取

組みを見守って下さった大坪先生のお言葉です。

SENTAN-Qを主導する玉田薫副学長も、そして私

自身にも大きな励みとなりました。

後に続く世代へ向けて
大坪先生は本ポリモルフィア誌にも論文、書

籍紹介、活動報告を執筆されており［18－20］、

2016 年３月シンポジウムにて　左から 3 番目が大坪先生 [11]
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発信することの大切さを常に強調されていまし

た。さらに日本語で発信しても海外から見れば何

も発信していないのと同じである、と英語で発信

することの重要性にも言及されていました［9］ 。

また、後進を育成することにも心を砕かれ、

2016年の夏のある日、女性枠採用審査会終了後

の懇親会の席上、大坪先生から「九州大学にも女

性研究者を応援するための基金を是非作って下さ

い。」と要望がありました。そこで誕生したのが「九

州大学女性研究者活躍促進プロジェクト基金」で

す［21］。これが契機となり、現在に続く伊藤早

苗賞［22］、QURIES プログラム［23］の設立に

繋がりました。寄付者名簿の最初は大坪先生です。

初めてお目にかかってから15年あまり、九州

大学の取組みにも学外の委員として直接貢献いた

だきました。加速事業が始まって以降は、頻繁に

メールのやりとりをするようになり、九州大学の

取組みを色々な機会で御紹介いただきましたし、

個人的にもいつも励ましていただきました。サプ

ライズがお好きな面もあり、来学の際には嬉しい

お菓子のお土産を持参下さることもありました

（写真参照）。亡くなられて月日が経っていく中、

大きな支えをなくしてしまったような寂しさを改

めて感じております。

長年にわたり九州大学を応援し、そして何より

我が国全体の女性研究者の活躍促進に尽力いただ

いた大坪久子先生を偲ぶ本稿は、大坪先生の御講

演［9］の最後のお言葉を、後進へ託された思い

として紹介し、締めくくりと致します。

冒頭の2006年に期待した女性研究者をめぐる

変化は、時間はかかりながらも着実に進んではい

ます。そして大坪先生の思いを継いで、今後も進

めていかなければならないと思っています。

「先は長いのです。女性研究者同士の助け合いが

改めて必要とされています。若手は実力をつけ、

機会を逃さずにチャレンジし、先行者は後から来

る人を育てて引き上げる努力をしてください。」

（2014年1月15日　大坪先生御講演記録より）
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